
８． 施設に関する事項

(１) 開催施設の概要

●基本データ

●開催施設は、いずれに該当しますか？

□ 登録博物館 □ 博物館相当施設 □ 国立美術館 □ 国立博物館

（参考）

□ 公開承認施設

□ 公開承認施設の承認申請中

□ 登録博物館の登録申請中、相当施設の指定申請中

●施設の利用者の推移について

○○

○○

万人

万人

２０○○年

２０○○年

２０○○年

２０○○年

万人

８．施設ー（１）

万人

○○

○○ ※前々年度

○○

メール

２０○○年

利用者数

万人

備考年

※前年度

記入担当者名（所属・役職）

電話

※日本語で正式施設名を記入

※設立年、改修年等を記入

施設の沿革

※日本語で正式な住所を記入

施設の所在地

※英語で正式施設名を記入
施設の名称



●

・

・

・

・

警備委託会社の支店、空調設備管理委託会社の支店等

危険施設

８．施設ー（１）ー資料①

(資料)地図

およそ1/25,000～1/50,000の地図に、以下の事項を赤字でマーキ
ング等して提出する

警察署、消防署、救急病院、最寄の駅

海岸、河川、山（崖）



(資料)パンフレット

●施設紹介パンフレットの概要部分（１枚）をＡ４サイズ両面コピーして提出する

８．施設ー（１）ー資料②



(２) 業務体制に関する事項

人 人 人

人 人 人

人 人 人

●

□ はい □ 学芸業務のみ □ 管理業務のみ

□ 学芸業務と管理業務

□ いいえ

● 通常の展覧会では、どなたが借受けた作品の状態チェックを行っていますか？

□ 学芸員

□ 外部委託

８．施設ー（２）

備考

管理職○人、企画展示○人、教育普及○人

警備○人、清掃○人、技師○人、運転手○人

管理職○人、総務○人、会計○人、人事○人

上記以外の
業務について

○

○

学芸系職員

○○

常勤職員 非常勤職員 派遣職員

事務系職員

雇用形態等メール

□常勤
□非常勤（週  日勤務）
□その他

（出向元： ）

電話

□常勤
□非常勤（週  日勤務）
□その他

（出向元： ）

□常勤
□非常勤（週  日勤務）
□その他

（出向元： ）

学芸責任者

氏名
（専門領域）

役職

施設代表者

申請展覧会の
担当学芸員

※指定管理者名、指定期間等について記入

指定管理者制度を導入していますか？

□ その他（             ）

□常勤
□非常勤（週  日勤務）
□その他

（出向元： ）

会計責任者

所属

専門分野

氏名



(３) 展覧会の主催実績

８．施設ー（３）

開催施設としての
独自の取組等

開催施設としての
独自の取組等

作品数とその総評価額

入場者数

3

2
展示した主な作品
（美術品の所有者）

作品数とその総評価額

展覧会名称

入場者数

展示した主な作品
（美術品の所有者）

開催期間

担当学芸員

共催者名

年 月 日 ～ 年 月 日

1

展覧会名称

開催期間

入場者数

担当学芸員

作品数とその総評価額

開催施設としての
独自の取組等

展示した主な作品
（美術品の所有者）

※今回の展示内容・展示規模に相当するものを直近から順番に記入

年 月 日 ～ 年 月 日

共催者名

担当学芸員

展覧会名称

共催者名

開催期間 年 月 日 ～ 年 月 日



①建物について

● 展示施設の主要構造材を選んでください。
□ 鉄筋コンクリート 鉄骨 □ 木 □ その他

●

□ はい

□ いいえ

● 施設、展示設備、空調設備に関して、過去３年間に増改築・改修を行いましたか？
□ はい 工事の時期、内容と使用素材を記入してください。

□ いいえ

● 施設、展示設備、空調設備に関して、展覧会開催までに増改築・改修の予定はありますか
□ あり 予定される時期、内容と使用素材、換気についてを記入してください

□ なし

●

□ あり

□ なし

●

□ あり

□ なし

● 複合施設の中に展示施設がある場合は、下欄について回答してください。

●

□ はい □ いいえ

耐震診断結果の概要を記入してください。

はい

はい

□

８．施設ー（４）ー①

□
入館者の出入口は、公道など将来にわたって必要なスペースが
確保される場所に面していますか？

展覧会を行う専用施設としての出入口がありますか？

はい □

(４) 施設の詳細

新耐震基準（昭和56年6月1日以降に確認申請・計画通知が行われたもの）に基づき建築
されたものですか？

展示室、一時保管庫が隣接するスペースに震動を発生させる機器等はありますか？

施設内の厨房設備がある区画は（厨房の排気・空調、水系配管も含め）、展示及び収蔵
ブロックと隔絶していますか？

はい □

美術品の搬出入経路は一般の通路と分離していますか？

いい

いい
展覧会を行う専用施設として商業施設等から隔絶（避難通路を除
く）されていますか？

□

はい □

※構造耐震指標であるIs値の記入は必須

いい

※「脱ガス」や「ならし期間」など、空気成分の正常化について詳細に記入

□

作品借用予定期間中に施設に隣接する道路、建物等で工事の実施予定はありますか？

□

展示施設は空調・電気・消火設備等が他の施設部分から独立し
て機能していますか？

いい

□

展示施設は防火・防犯区画が画然とし、他の施設部分から隔絶さ
れていますか？

いい□

いい

□

□ はい



②展示関係のエリアについて

● 展示スペースの床面耐荷重は何㎏/㎡ですか？ ㎏/㎡

● 展示スペースは、鑑賞のみに利用されますか？

□ はい

□ いいえ

□ 講演会 □ コンサート □ 映画会 □ レセプショ

□ その他

●

一時保管庫・収蔵庫□ なし □ あり

展示室 □ なし □ あり

それらの改修計画があるならば記してください。

● 次の場所では飲食・喫煙を禁止していますか？
荷解場 □ はい □ いいえ

一時保管庫 □ はい □ いいえ

展示室 □ はい □ いいえ

収蔵庫 □ はい □ いいえ

企画準備エリア □ はい □ いいえ

●

●

●

③搬出入関係のエリアについて

● トラックヤードの状況について記入してください。

□ □ いいえ

□ □ いいえ

８．施設ー（４）ー②③

中型トラック（最大積載量４ｔ） はい
※雨天の際の特別の対応
や、ひさしの有無等を記入

大型トラック（最大積載量11t） はい

展示中に害虫などが発生した場合の対応策を記入してください。

展示期間中における展示室内の清掃方法や照明器具（ランプ等）の交換方法について記
入してください。

車両種類 搬入出可能ですか？ その他

展示スペースで開催するイベントで該当するものを選んでください。

保管・展示スペースの周囲に、水道配管や消火用設備等、水に関する設備はあります
か？

過去に害虫などが発生した際の対応策を記入してください。



● 今回の搬入に使用するトラックは最大何ｔ車ですか？ ｔ車

●

□ 高さ×幅 × m □ なし

□ 高さ×幅 × m □ なし

□ □ なし

● 最大どのくらいの大きさまでの作品を搬入できますか？

高さ × 幅 × 奥行き × × m

● トラックヤード・搬入場は、関係者以外の立ち入りを禁止していますか？

□ はい 立ち入りをどのように防いでいるか、具体的に記入してください。

□ いいえ

● 荷解場には空調設備がありますか？ □ あり □ なし

● 荷解場の温湿度は安定していますか？ □ はい □ いい

●

・ 荷解場 ・ 一時保管庫

・ 展示室 ・ 収蔵庫

・ その他(                  )

●

・ 荷解場 ・ 一時保管庫

・ 展示室 ・ 収蔵庫

・ その他(                  )

● 美術品専用のエレベーターはありますか？ 

□ あり エレベーターの内寸(長さ×幅 ×天井高)

最大積載重量

□ なし

● シーズニングの実施場所、所要時間について記入してください。

８．施設ー（４）ー③（続き）

m

kg

借用作品は、展示期間以外はどこに保管しますか？
（頻度の高いものを１とし、可能性のある場所を順に番号で示してください）

排気ダクト あり

その他

普段どの場所で、展示作品の開梱、梱包の作業を実施していますか？
（頻度の高いものを１とし、可能性のある場所を順に番号で示してください。）

設備の有無やおよそのサイズを記入してください。

シャッター
（外部とトラックヤードの間）

あり

シャッター
（トラックヤードと荷解場の間）

あり



④収蔵関係のエリアについて

● 今回の展示作品用の一時保管庫はありますか？ □ あり □ なし

●

□ あり 具体的な設備を記入してください。

□ なし

● 作品を出した後のクレート（輸送用箱）はどこに保管しますか？

□ 施設内 □ 施設外

そこの保管環境について、選んでください。

室温調節 □ 可 □ 不可

湿度調節 □ 可 □ 不可

⑤通関関係のエリアについて

●

□ はい 区画（貨物を置くことを予定している場所）を記入してください。

□ 荷解場 □ □ 展示室 □ 収蔵庫 □ 収蔵庫前室

□ その他

□ いいえ

８．施設ー（４）ー④⑤

小さい美術作品（例：宝石など）のために特別に安全を図った保管庫がありますか？

一時保管庫

 ※一時保管庫 等  ※倉庫会社 等

他所蔵置許可申請をしますか？
（※他所蔵置 ： 保税地域に貨物を置くことが不適当である貨物等を保税地域でない場所
に置こうとする時に行う手続）

開閉の方法
□鍵 □IDカード
□その他（
）

□鍵 □IDカード
□その他（
）

どなたが鍵を開けま
すか？

□学芸員
□その他（
）

□学芸員
□その他（
）

警報設備はあります
か？

□あり □なし □あり □なし

空調設備はあります
か？

□あり □なし □あり □なし

施錠できますか？

 □はい
(１種類の鍵)

 □いいえ

 □はい
(１種類の鍵)

□いいえ
 □はい
(２種類以上

の鍵)

 □はい
(２種類以上の鍵)

扉のサイズ
（高さ×幅）

× × m × × m

館の収蔵品用の収蔵
庫と区分されていま
すか？

□はい □いいえ □はい □いいえ

一時保管庫１ 一時保管庫２ 備考

室内のサイズ
（長さ×幅×天井高）

× × × m × × × m



●

(資料)美術品搬入図面

施設内の図面に搬入出の導線、トラックヤード（車庫）、搬入場、
一時保管庫、展示室を赤字・赤線で記入して提出する

８．施設ー（４）ー資料①



①空調について

●

□ 24時間空調

□ 24時間空調ではない（ □休館日は停止 □ その他 ）

24時間空調でない場合、必要な温湿度環境をどのようにして維持しますか？

● 通常使用している空調機が故障した際にどのような対策を取られますか？

● 停電発生時に空調機を稼働させるための非常用電源装置等はありますか？
□ あり 非常用電源の詳細（設置場所、稼働時間等）について記入してください。

□ なし

●

●
□ はい □ いいえ

● 空調フィルタの種類を「○」で記入してください。

● 展示室の換気回数（単位時間当たりに、空気が何回入れ替わったかを示す指数）を記してください。

● 温湿度計の数値確認は、どなたが確認しますか？

□ 施設職員 □ 請負業者 □ その他

実際に温湿度計の数値確認を担当する職員を記入してください。

実際に確認はどのように実施しますか？（確認時間、確認方法、記録方法、対処方法）

８．施設ー（５）ー①

役職 同施設での担当年数氏名

年

年

複合施設に入居している場合、展示室・一時保管庫の空調は独立してコントロールできますか？

□自動 □手動 □自動 □手動

(５) 施設の環境

空調の制御機能について、「自動」、「手動」のいずれかを選んでください。

□自動 □手動

展示室 一時保管庫 施設内その他

□自動 □手動

※「予備の空調機で対応」、「他の空調系統に切り替える」、「閉室して作品の保護を図る」など対応策を記入。

室温調整 □自動 □手動

施設内その他

HEPAフィルタ(High Efficiency Particulate Air Filter)

ケミカルフィルタ（種類を明記）

プレフィルタ(prefilter)

展示室 一時保管庫

今回の展覧会の会期中の空調稼動時間を選んでください。

中性能フィルタ（Medium Efficiency Particulate Air Filt）

湿度調整 □自動 □手動



●
□ 温湿度計の数値確認をした者が対応

□ その他

実際に空調システムの調整を担当する職員について記入してください。

● 空調システムの保守・メンテナンス担当（保守管理責任者）はどなたですか？ 

□ 施設職員 □ 請負業者 □ その他

実際に空調システムの保守・メンテナンスを担当する方について記入してください。

● どのくらいの頻度で空調機のメンテナンス・点検をしていますか？また直近はいつですか？

● 借用期間中、展示室及び一時保管庫における温度、湿度の設定値をそれぞれ記入してください。
（変動値は記入しないでください） 

●

～ ～

～ ～

● 次の場所の温湿度管理について、該当する欄に「○」を記入してください。

● 温湿度の記録は保管されていますか？

□ はい □ いいえ

● 以下の項目について、頻度を記入してください。

● 放射温度計は備えていますか？

□ あり □ なし

一時保管庫

空調機センサー

収蔵庫

８．施設ー（５）ー①（続き）

温湿度計の種類

温湿度を制御する空調システムの実際の調整は、どなたが対応しますか？

自記記録（ロガーを含む）

□可能 □不可能

記録頻度

□可能 □不可能

□可能 □不可能

□可能 □不可能

その他の場所
（ ）

℃

借用期間中、館における展示室及び一時保管庫において予想される温湿度を記入してください。

展示室

一時保管庫

％RH

□可能 □不可能

温度 ℃ ℃

展示ケース内

年

年

氏名

氏名 役職

展示室

℃

湿度 ％RH

展示室 一時保管庫

％RH

自記記録（ロガー等）
空調機による個別制御

湿度 ％RH

空調機センサー

年

所属 同施設での担当年数

同施設での担当年数

較正頻度確認頻度

温度



②照明について

● 展示室は、どのようなタイプの照明ですか？

□ 蛍光灯 □ 外光
□ ＵＶフィルター付 □ 入光部にＵＶフィルター付き
□ 美術館・博物館用蛍光灯 □ ブラインドまたは厚地カーテン付き
□ 通常の蛍光灯 □ 光ファイバー照明

□ ハロゲンランプ □ LED照明

□ その他

● 照度調整エリアを選んでください。

□ 部屋全体を一括で調光 □ 壁面単位など部分ごとに調光

□ スポットごとに調光 □ その他

● 展示室、ケース内の照度調整をする際にどのような点に注意していますか？

● 貸出作品が収められている展示ケース内で照明をおこないますか？

□ はい 光源を記入してください

□ いいえ

● 紫外線と熱線から、展示物は守られていますか？

□ はい 対策を記入してください

□ いいえ

● 照明に関する責任者はどなたですか？

● 照度計は備えていますか？

□ あり □ なし

● 紫外線測定器は備えていますか？

□ あり □ なし

８．施設ー（５）ー②

氏名（所属）



●

●

●

●

●

設定温湿度、開館している時間、休館日等の情報を書き込む

急激な温湿度変化が記録されている場合は理由等を書き込む

８．施設ー（５）ー資料①

(資料)温湿度記録

原則として、同一の展示室における前年の計測記録を提出する

展覧会の始まりと終わりの２週間分（休館日を含む）を提出する

展示室２か所以上及びケース内の記録を提出する


